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演習林研究報告第七巻

北海道産澗葉樹材四種(檎，樺，榔栓)ノ強度

林皐博士 大 津 正 之

U ntersuchungen uber die Elastizit込tund Festigkeit 

vier wichtiger LaubhるlzerHokkaidos. 

(Quercus-， Betula 、Fraxinus ・u. Ka叫lop別anax子-Ar吋巾ten)
von 

M.Ohsawa 
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I.緒日

みづなら (Quercuscrispula Blふしらかんば (Betulajaponica Sieb.)，やち 7さも

(Fraxinus mandshurica Rupr. var. japonica Maxin吋，せんのき (Kalopanaxseptemlobum 

Koidz.) ~、北海道ノ森林ヲ形成セ }V林木中主要ナ y潤葉樹ニ属ジ其材 J、



(ヨ)

用材的債値大ナ JVガ錦建築用材，土工用材，車輔材等ノ如ク構材(Bauholz)ト

ジア J、勿論器具器械用材ノ如ク指物用材(Werkholz)トジア各般ノ用途=

供セラノV;Vト錐各樹種夫令特異ノ材質ヲ具備ジ就中みづ左ら，やちだも

J、木理ノ優美ナノV ト共=構材トジアノ性質優良ナ 9 トセラ vせんのき

J、加工ノ容易ナ JVヲ以ア賞用セラ v しらかんはり、まかんばト共ェ甚均

一性ノ材質ナノV コトヲ特徴トジ夫ベト其使用方面=匝別ヲ生ゼ 9。

此等潤葉樹材ノ具有スベキ木材ノ工事善的・物理的性質中材ノ比重及強

度ユツキテ J、材ヲ草ニ構材トシア利用スノV ノミナラズ指物用材トジテ

利用ス JV 場合ニモ考慮ヲ要スベキ J、勿論木材ノ品質 ~l 定ニモ重要ナノV

モノナ 9。然ノV ユ此種澗葉樹材ニヅキ木材トジアノ性質中最重要ナノV ペ

キ比重及強度ヲ精密ユ研究シタノV モノ少キヲ遺'蹴トス。丈化ノ進歩義違

ニ件ヒ最近頓ニ促進セラ V タノV 潤葉樹材ノ合理的利用ノ一手段トジア

之ヌf澗葉樹材 ι 閥スノV 各種研究ノ必要切ナノV モノア 9。故ニ余 J、前記四

樹種ニツキ梢精密ユ賓験シタノV 材質ノ試験成積ヲ接表ジ之等木材利用

ユ婁}スノV参考資料トナサントスo

11.賞験方法

a. 供試木 J性肢

供試木 J、本串天盤演習林内所産トス常該林地 J、中生唐ニ属 V 傾耕瓶

事/ア緩ナ 9。えぞまつ，とどまっ及落葉澗葉樹混靖セノV 天然林林相ヲ呈ジ

欝問中庸ナノν森林ヲ形成ス。供試木 J、林内中相隣接シ而モ可及的同大ノ

胸高直径ヲ有スノ'V.::E:ノ各樹種ユツキ三本宛選定ジタ 9c選定シタ JV供試

木中みづならニ婁}ジア J、Nr.1 -Nr. 3，しらかんば Nr.4-Nr. 6，やちだも

Nr. 7 - Nr. 9，せんのき Nr.lo-Nr.I2ノ番競ヲ附ジタ 9。

供試木ニツキ調査セノν事項ヲ事グ v ~.....第一表ノ如 γ。
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第一表

樹 供 樹
胸高 強 i材雌 星大l 立 備

試
直
高 積下ノサ 最直径|木 齢 筏

番

穏 貌 年 cm m 1 fm 1 m 地 考

2.04 1.4 I 9.7 i 平坦地ナル司邑荷
北間三面ス

2 1 209 1 49.7 I 22.7 1.89 13.6 I 12.7 グ ーー一

3 I 193 I 48.3 I 22.1 2.01 94 88 p l北側三枝多叩樹
幹北=傾グ

1平均利 49.1 判 1.98 

しらかん11 4 '3 1 4山71 1.90IぺIL8 グ 一
5 f/ 樹幹ノ繊維檎主主的ス

6 
四部2|「ゆ山i日正 図面ノ念斜地 v 

平均 96 i 40・9 刷工67I 12・oI 12.1 

樹幹ノ!狗高附近=腐120 57.6 I 28.4 13.0 平 坦 地 vノ斑勅チ認、ム

96 48.6 27.9 2.41 13・3 15-4 F 

2.19 13.0 12.1 グ
幼時ノ生長甚緩ナリ

2.69 13.6 13.5 

ぜんのき 10 58.51 22.0 170 3・37 7.6 12.1 平坦地 樹幹ノ繊維精援曲ス

11 199 42.0: 23.9 1.69 
樹幹ノ胸高附ìlï:~腐蝕11.2 8.5 南東面ノ念斜地
部ア h繊維精摂曲z

12 250 53.5 20.3 2.40 12.1 8.3 南西酒ノ念斜地 繊維柏、涙曲ス

平均 206 51.3 22.1 2.39 10.3 9.6 

即みづなら，しらかんば，やちだも，せんのさノ順序ニヨ 9各樹種ノ平均

ヲ見 lVニ究ノ如ジ。

平均樹齢 203年 96年 141年 206年

平均胸高直径 49cm 4[cm 50cm 51cm 

平均樹高 22m 25m 28m 22m 

平均材積 I・98fm 1.67fm 2.6gfm 2・39
fm

平均樹冠直径 JOm 12m 14m 10m 

平均枝下ノ長サ 12m 12m 14m 10m 

個今ノ樹木間ニ J、相嘗大ナノV 相違ヲ見タ 9 ト雄其平均ニ於ア J、しら

かんば樹齢著ジク小ニシア而モ胸高直径，材積等ノ小ナ lV外特ニ大ナノV
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相違ナキヲ知 JVベジ。

b. 供試材 J木恵

供試木川 1922年一月伐採セラ ν
山元ニ於ア第一国ユ従ヒテ採取セラ

々が毛ノナ
9Jl.Il供試木ヨヲ地上高 1・3，5ふ 8.0，vタ JV部分ヨヲ木取セプ V タ /V

tli 
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‘ 一ー乞主性ーーーー申 e ぷ ‘ J一一二一ιω一一一---J ーー一ー一一一

ーー--j:).!"-------一一ーゲ i 

VT 
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よ主一

ー--ーーーーー吊
一ーーーーーー一一ーー_1.3，..3.1"-_ ---------ーーーー-~_ _ _ _.J 1 J_m_ -一一'ーーーーーーーー一ー

，.. Jfi -tt 20 Cmノ国盤ト地上高6・6mヲ中心トジ7二;::ブ;;;ト;;Jf;国盤及丸太 J 更ニ聴い通 9直角ユ
第二圃

相交~， lV 二縦断面ユヨヲ四舟害i}V 備各
分害¥}材片ヨヲ破産其他ヲ除外ジア可及
的大ナ JV正方形断面ヲ有スノV 材ヲ作製
セ?而ジア国盤ヨヲ木取ヲタ Y供試材
片 J、厚サ 2・scmノ方盤トジ之ヲ金乾比重
視l定用及抗陸強試験用ユ供 V 丸太ヨヲ
木取ヲタ lV供試材ノ、長サ 160cm及 5

0cm

ノ方柱二個ニジテ前岩戸轡曲部性試験

用後者 ρ
歴縮弾性試験用エ供ジタヲ。.

前記国盤中
Nr.3ユ該嘗ス Y材片ヨヲ
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J、抗麿強試験材ヲ採取セザ )Vタメ第二圃ニヨ )V木取ヲ行 J、ズ逸材及心

材部ヨ 9犬。比重測定用ノ供試材ヲ木取 9タ')0 

C. 謹材友品、材 J調査

遺材及心材 J、其材質ユ於ア異 yレ黙多ジ ω木材利用上ヨ 9見 )V毛着色心

材ヲ有スノV 樹種 J、特ュ心材幅虞ク逸材幅狭キヲ以ア工義的利用慣値大

ナ )Vモノトセラ V 叉心建雨材ノ着色殆ド相異ラザ )V樹種ニア 9アモ木

材ノ内的構造或 J、合有水芳，可溶性有機物ノ相違ニ基グク材ノ工塾的性

質鍾化ノ錦雨材ノ匝別ヲ必要トスノV 場合多シ。加之樹木ノ生理的現象ヲ

顧慮ジ逸材心材ヲ観察ス )Vニ心謹雨材ノ性朕ノ相違 J、樹木ノ生長ト密

接ナ )V関係ヲ有ジ林木撫育上参考トナノV 毛ノアノV ベジ。供試木ニヅキア

J、各国盤ニ於ア木取前逸材及心材ノ幅ヲ測定 v叉園盤 Nr.3ヲ利用シア

建材心材ノ比重及合水度ヲ測定 νタ 9。

即次ノ第二表 ρ 建材Ip届第三表 J、逸材及心材ノ比重及合水率ヲ示シタ

)Vモノナリ。

第二表

持t

みづなら| 2.4 しらかん11' 4 14.7 

1.9 E 11-4 

2.1 N 13.1・

V 2.3 
llv w 

1.8 

z 3.1 11.3 

E 2.2 E 10.1 

w 1.9 N 10.3 

v 1.8 V 10.8 

四 1.6 百
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樹 供 固 主量 樹 供 閏 主量
試 盤 材 試 盤 キ寸
木

番
木

番番 申冨
番 申耳

手重 続 務 (cm) 稽 続 披 (cm) 

みづなら 3 2.5 I L;ilんぽ 6 I 14-4 

E 2.0 E 11.5 

町 2.0 町 1I.3 

V 1.9 V 一
町 2.2 可 } 

平 均 2.7 平 均 I 13.5 

E 2.0 E 11.0 

町 2.0 N 1l.6 

す 2.0 V 10.8 

四 1.9 1直

ゃち t:も 7 2.3 [[ぜんのさ 10 I 1.7 

E 1.8 E 1.8 

N 1.6 町 1.6 

V 2.1 V 2.1 

η 1.9 百 一
8 I 2.9 11 I 2.4 

E 3-4 E 2.0 

百 2.8 町 1.7 

V 3.5 V 1.6 

η 3.2 百 一
9 E 1.9 12 I 1.7 

E 1.0 
E 1.6 

町 1.7 
N 2.0 

V 1.9 

百 1.7 V 1.6 

W 2.5 η 一
平 均 2.4 均 1.9 

E 2.1 
E 1.8 

W 2.0 

V 
N 1.8 

2.5 

百 2.3 V 1.8 

w 2.5 官 一
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、
d

勾

J
ぷ
U

a lu|727  

b 溢材 7戸2.1 I 

;l;材[;;:4;::::lタ
卒均 l溢材|阿 1 8向4.9! 

トじ、材 L99.~~~_11
a 建材|仰

1

68.8 
11 

b 溢材 95・3 I 67・3

2 

皿

c 心材 95.5

，c.，材 99.4d 

64.6 

64.8 

平均|溢材 I95.1 

Jt、材・ I97.5 

68.2 

64・7

3 
E 
a 建材 I83.7 

議材 I92.8 

必材 I94・4

101.3 

894 

67.8 

75.7 

b 

c 

d ，C'、 ヰオ 112.3 

d
判 ltl::::l::;
I欄値 i溢材 83.6 i 

!~ .C、材(… i
均i百分率 l 議材 iICO.o.%1 100.0 

l心、材 1
1I9.7%78.6

i a [議材 63.3I 
b 建材 I61.8 I白.7

I lC、材 i 97・3 125.1 

d I心材 1

I叫 IU3.6

平均|溢材 162.6 1ω.2 

l
，t¥材
I99.
8 
I
U9.4 !I 

ゃち t:!も

d 

86.3 I 141.6 

86.2 I 135.2 

88.9 I 109・7

75・3I 67・9心、材・

平均|遁材 86.3 I 138.2 

心、材 I82.1 88.8 
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第二表ュ依 V /''¥''''やちだもヲ除キア J、各樹種共地上高ヲ増スニ従ヒ僅

少乍ラモ建材ノ年輪幅減少スノV 傾向ヲ認メラ v しらかんばニ於ア逸材

幅著ジク大ナ JV外他ノ樹種間ユ著ジキ相違ナジ。唯せんのさ J、平均胸高

直径梢大ナ 9ジタメカ逸材幅稲小ナノV ヲ見タ 9次ニ第三表ニ依 JVユ生

木比重 J、各樹種ユ共通ナノV 法則ナクみづ攻ら及やちだもユ在 9アJ、心

材ノ方建材ヨ 9大しらかんば及せんのさニ在 9ア J、遺材ノ方心材ヨ 9

大ナ JV比重ヲ示セヲ而ジテ平均エヅキア見 JVニみづ在らノ生木心材 7l

最重ク比重 I前後ヲ示ジタリ生木合水率ニツキアモ各樹種ニ共通ナノV

法則ヲ認メ難クしらかんば及やも rもノ心材 J、建材ヨ 9多グノ水分ヲ

合メ 9 。而ジアせんの~ ~、金乾比重最小ナ Jt/ 錦ヵ其遁材ノ合水率 J、最大

ユア約143%ニ達ジみづなら J、全乾比重最大ナ JV銭其心材ノ合水率 J、最
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小エジア約69%~過ギズ。

要ス JVニ遠心爾材ノ生木比重及合水率ニ就キア J、各樹種ノ林地ニ於

ケJV生長朕態ユ関スノV ヨト大ニジア供試木ノ立地ノ賦況ユヲキ調査不

充分ナノV黙ア 9ジ錦唯調査ノ成績ヲ述ペタ JVニ止メ之ガ偏異ヲ生ジタ

JV原因ヲ究明ジ得ず JVヲ遺憾トス。

d. 供試材 J慮理

供試材中抗歴強試験用方盤 J、木取綾空気乾燥器内ニア IOSOCユ保チヲ

ツ徐々ニ乾燥 v金乾賦態ニ達セシメ瞳化石友ヲ入 ν タJVてしけーたー

内ユア冷却綾直ニ抗歴強試験ニ供セ 9c塵縮弾性試験及響曲弾性試験用

ノ方柱 J、木取後藤定ノ気乾合水度ニ達ス JV迄賞験室内ニ放置ジタ 9。而

シア樹種ニヨタ乾燥速度ニ遅速ア JV"、勿論気乾合水率ニモ多少ノ相違

ヲ生ズ JV錦此等四樹種ノ試験嘗時ノ合水卒ヲナノV ベク接近セジム Y ユ

努メタタト雄平均気乾合水卒 J、四樹種間ニ稿大ナ JV差異ヲ生ジタ JV~、

遺憾トス。即みづならノ約 17%しらかんばノ約 14%ヲ合水率ノ雨極端ト

ナスヲ以ア雨者ノ差 3J6ノ気乾合水牢ノ相違ヲ見タ 9。斯ノ如キ合水率

ノ相違 J、厳密ナノV 材質比較試験ニ J、不通営ナ 9 ト認メラ JVJVモ各樹種

ガ伐採ヨ 9木取ユ到 JV同一取扱ヲ受ケタ JV場合ニ於ア示スペキ乾燥ニ

閥ス JV特性ト看倣スヲ得ベク伐採木取後天然乾燥ユヨ 9一雨年ニ於ア

達スペキ気乾柱材 J、費用上気乾材トジア取扱~... JV JVヲ以ア是等ニ聖母 v

材質比較ヲナス場合ニ気乾合水率約 3%ノ差 J、亦巳ムヲ得ザノV ベジ。

是等気乾方柱 J、轡曲及麿縮弾性試験後破壊個所ユ近接セ JV健全部ヨ

タ正方柱ヲ木取 9比重及合水率測定用ュ供ジタ 9。向轡曲試験用材ョ 9

今一個ノ正方睡ヲ木取 9之ヲ同試験綾直ニ横暦試験ニ供セ 9。

各供試材中枝節ノア lVモノ，或 J、伐採綾ノ取扱不良ナ 9ジ鋳カ干割ノ

著ジク生ジタノV 毛ノ，或 J、接色ノ甚ジキモノ J、綿ア之ヲ試験ョ 9除外 V

タタ。殊ニしらかんば，第五競，第六競供試木ニ撃すジア ρ 金乾方盤 J、金部棋

会日セ 9。其他麿縮轡曲弾性試験用ノモノニア各樹種中繰如セ JVモノ敷個

アタ。



( IO) 

e. S.量弱試験機械

本試験ニ用ヰタノV 強弱試験機械 J、北海道帝園大皐農皐部強弱試験場

備付AmslerLaffon & Bruder曾社製最大荷重 150噸迄測定 v得 )V機械ユ V ア

之ガ機械並其使用手績ニ開シア J、本慣習林研究報告第三港第一競所載 』臥

ノ女日ジ。

£躍性反彊度諸敷値計算法

強弱試験機械ヲ用ヰア測定ジタ )V荷重並襲形ヲ基礎トジテ算出ジタ

)V弾，性及強度ノ諸数値ノ計算式 J、次ノ女日 V。

(A) 歴縮開性及強度

( 1 )弾性短縮度即嘩性限界ニ於ケ )V荷重 rtニ艶ス )V短縮量:.A.

Kiel11 
P 

但 p..T、弾性限界ニ於ケノV 荷重(t)

f..T、弾性限界ニ於ケノV 短縮量(cm)

(2) 弾性係数:ε

J~ 

.' 

εp.  1 ~ 1~ "，2 
にb.h. -，-

但 1..T、短縮ヲ観測スベキ部分ノ長サニジア本試験ニ於 7..T、 20cm

b及 h..T、供試材ノ横断面雨蓬ノ長ナ

(3) 弾性限界係数:r ， 

n
 

p
一川一一

(4) 弾性限界ニ於ケノV 比仕事量:a メ

a=3p.~=~ 十戸一 一一…1. b. h 40b. h 

(5) 流動限界ニ於ケノV 1 tニ劃スノV短縮量 :A1 

Àl=~cm 
P1 

但 Pl..T'流動限界ニ於ケノV 荷重(t)

九J、流動限界ニ於ケノV短縮量(cm)

(6) 流動限界係数:71 



、I
J
I
 

冒

A，，.、

T1=-KJ/円m2
b. h -ー

(7) 流動限界ニ於ケ lV比仕事量:a1 

aーさPlf1 _ Pl・&-t.cm 
I一τ~一瓦面~L・…

(8) 歴縮破壊強或 J、抗歴強 :s

m
 

p
一M

Sμ
・

但 p.T、破壊時ニ於ケ lV荷重(t)

備供試材ノ横断面 J、10X 10 cmヲ標準トセ lVモ各遁共多少ノ偏異ア 9

ジエヨ 9荷重及之=相膳ス }V供試材ノ短縮量 J、締ア之ヲ標準横断面ノ

毛ノニ換算ジタ 9。即此換算数ヲ以ア始メア各供試材相互ノ比較ヲ鋳ジ

得ペキ所ナ 9 トス由 9ア究ニ該換算式ユ就キ記述セントス。

供試材ノ弾性ニ闘ス lV諸係数 J、横断面ノ如何ュ拘ラズ同一ノモノト

看倣 v得 lVヲ以ア r= rlトセバ

叩一
h
o--一bPι 

但 b.h .T、供試材ノ横断面

p.T、弾性限界ュ於ケ lV荷重

b'. h' .T、標準横断面ニジア本試験ニ於ア ρ10X lOCm 

p' 目標準横断面ニ換算ジタ lV荷重

即之ニ依 9ア弾性限界ニ於ケ lV荷重 J、其滞性限界係数ノ 100倍ユ嘗

lVヲ知 lV之ト同様ニジア流動限界及破壊限界ニ於ケノV 荷重モ夫 φ嘗該

限界ニ於ケ Y 係数ノ 100倍ニヨ 9ア求ム y ヲ得ペジ。

次ニ ε=ε1トス V ...t'"

1 = l'ナ lVヲ以ア

f'=μb.?=ザfxirzf 
p. b'. h 



( ) 2) 

即短縮量 J、標準材ノ夫ニ換算ス JV毛襲化ナシ

轡曲強性及強度B
 
，，.、

提度即弾性限界=於ケ JV0.1 tニ劃スノV平均ノ携ミ:A 

A- f -一一一一一一一cm
JOp 

、‘pz''I 
，，，‘、

但 f~、弾性限界ユ於ケノν 橋ミ (cm)

P~、弾性限界エ於ケ JV 荷重 (t)

弾性係数 :ε

oa n
 
c
 

，，，， 
+
L
 
一3一h

-一L
u

pa
一F'
L
 
-
4
 

一一
C
M
 

(2) 

但 1~，径間 (cm)

b 及 h~、供試材ノ横断面ノ幅及高サ

圃第
弾性限界係敷:r

d
 
ru 

l
一日
叩
一
弘

，
白
白
一
今
白

一一vt 

(3) 

線圃ー、、、荷重携

荷主
抗折強(負携強・破壊(4) 

才兎ミ

i
;
i
支

強):月

3p. 1 
ß=一一~2- tJcm2 
2b.h 

但 P~、破壊荷重 (t)

強性限界ニ於ケ JV

破壊限界ュ於ケノV

仕事量:A

a= p. f争 F一 …
2 

仕事量:a 

(6) 

、‘，ノ戸、J，，，‘、、

今荷重捷ミ線圃(第三

園)ヲ観ノV ニ破壊限界ユ於ケ JV 仕事量 A~、 O-R-fR ノ面積ニ相営ス Y ヲ以

9 O-PR-Rノ面積ヲ控除セ JVモノナ JVヲ以ア

A=口0・PR-R-fRームO-Pe-ε一 [(Pe-PC l-e) + (P1-P2-2・1)+……+ (P6-Pげ・6)+ 

一一一一一一一一一一一一一一一一

ア四遺形 O-PR-R-fRヨ



、‘，
J今、d'・a

J

，.、‘

(P7-PR-R・7)]

然 }Vユ

ム O-p"，-ε=~ こα
2 

叉 PS-P1=P1-P2ニP6-P7=0.lt

OfR=F (破壊限界ニ於ケ }V捷ミ)

OPR=P 

ユ VアP7-PRヲP'ニア表セバ究ノ一般式 jl成立ス

( { f. ¥0' 、
At.cmニ FxPーい+0.1(~+fl+ら+…… +fn_l+~) + ~(いF川、 ¥2 21  2'- '/ 

(7)‘Tetmajer氏係敷:ヲ

A 
ヲ=一一-P.F 

(8) Janl也氏比仕事量:α

α=会 tjcm

(9) Janka氏靭性係敷:Z

Z 竺壬-
l'、p

響曲弾性及強度ニ関ス JV諸係敷 J、前記ノ算数式ュ明カナノV 如ク供試

材ノ横断面積及径間ユ関係ス }Vヲ以ア各種ノ試験成麓ヲ比較研究セ y

ニ J、賓験ニ依 9ア得タノV 数値ヲ標準材ノ夫ニ換算セザY ベカラズQ而 V

ア標準供試材 J、高園聯合材料試験曾議ノ規定ニ従へ~，.横断面 10 X locm 

径間 I・5m トセ }Vヲ以ア本試験ニ於7'..t、既記ノ如ク径間 J、1.5m トジ横断

面 J、可及的 10X locmュ近カラジムノν品努メタリ。元来弾性係敷，揮性限界

係数，破壊強.Tetmajer氏係数等 J、材ノ大小ニ関係ナキ毛ノナ }Vペキヲ以

ア賓験数値ノ換算 J、突ノ如クスノV ヲ得ベジ。

( 1) r=rlナy ヲ以7'

但 p'..t、標準材ノ弾性限界ユ於ケノV 荷重



( '4) 

l' ..T、標準材ノ長ナ='50 cm 

b'及 h'..T、標準材ノ幅及高サ locm

町一川

'‘ ε=ピナ }Vヲ以ア(2) 

t 

但 f'..T、標準材ノ弾性限界ユ於ケ }V携ミ

×-P1h1-=ヱ竺主 h一 xf
1000p IOp' 10 

f'= .-E'. f. b. h 一!竺f.h 
10 X 1000p 10 . 

(3) s=s'ナノV ヲ以ア

但 vP' ..T、標準材ノ破壊荷重

P' = 1000 
= b~h~- xP 

破壊限界ユ於ケ jV仕事量

b'. h' 100A 
A'=Ax一一一ー=←一一一←.. b. h b. h 

(4) 

弾性限界ニ於ケノV 仕事量

畑
一
川一一

L
H

一L
U

F

T

O

 

L
u
-×
 
a
 
一一。。

、、，，，，園、J，，，、、

ヲ=ずナノV ヲ以ア

A A' 
PF P'F' 

(6) 

r、

但 F'..T、標準材ノ破壊限界ニ於ケノV 携ミ

I口oA .. T¥ 

F' = A' x !. x F = bh 二 h，-一一-x一一_x F = V" _ _ _ _ n X F =一一 xF
八一 P' A x.!.竺or 10 

bh 

含水寧反比重 J測定g. 

ア採用セノV 計算式 J、次ノ如ジ是等測定、ニ賞 9

金乾重量ニ重苦スノV 供試材ノ合水卒(%)

合*-奉CP%ナノV供試材ノ瞳積(cm3)及重量(g)

CP 

V中及 g中



、、，，戸、Jva 
r
，‘、

V。及g。金乾朕態ニ於ケ }V瞳積(C1ll3)及重量(g)

S中 ψ%ノ合水率ユ於ケ }V供試材ノ比重

s。 金乾供試材ノ比重

q。 金乾状態ニ於ケノV 供試材ノ横断面積(cm2)

併 合水卒ヂ%ナノV供試材ノ横断面積(cm2)

~ - g中
:):c. -一一一一一一一

V中

g， 
s=←一一一一

V 

111.試験成績

a. 全乾材抗塵強試験

各供試材片ニツキ賓験ジタノV 試験成語ヲ各供試国盤各供試木各樹種

毎ニ綜括シタ JVモノヲ皐グ V バ附表第一表ノ如シ。

即みづなら，しらかんば，やちだも，せんのさ材ノ金乾方盤ユヅキ平均年

輸幅 J、夫ペト 0.[I4cm 0.z3[cm 0.[87Clfl O.IOzcm 

平均比重(100倍)~、夫 φ 68-4 55・7 58.5 46.7 

平均抗暦強 J、夫や [030kgfcm2 859kgfcm2 923kg/cm2 61 2kgfcm2 

卒均材質商 ρ 夫令 15・03 15・46 [5・74 13.0[ 

エ V ア各樹種ニツキ

年輪幅大小ノ順位 J、

比重ノ大小順位 J、

抗毘強ノ順位モ同様

材質商ノ順位 J、

しらかんば，やちだも，みづ在ら，せんのさ

みづ在ら，やちだも，しらかんば，せんのき

みづなら，やちだも，しらかんば，せんのき

やちだも，しらかんば，みづなら，せんのき

ニジテ材質商ヲ以ア木材品質ノ良否ヲ剣定スノV トセバ四樹種中やちだ

も最良しらかんば，みづなら之ニ次ギせんのき最劣ナノν ヲ知 }V。しらかん

ば J、本試験ニ唯一本ノ供試木ガ用ヒラ v タノV ニ過ギズ且潤葉樹材中ノ



( 16) 

散孔材ニ属ス lV毛ノナ V バ今少ジ之ヲ除外事/他ノ三樹種ニヅキ年輪幅

ト材質商トノ関係ヲ見 lVニ材質最良ナ 9 トセラ lVlVやち 7さも J、年輪幅

最虞グ材質最劣ナ 9 トセラ lVlVせんのさ J、年輪幅最狭ク材質中庸ナ 9

トセラ lVlVみづなら J、年輪幅叉雨者ノ中間ニ位スノV ヲ見 lVペシ。

実ニ各供試材片ニヅキ同一供試木間ノ偏異並之ヌf各樹種ニ艶スノV 平

均ヲ求ム V J""第四表ノ女¥lシ。

第四表

樹 平

年

薮

調

査

事

項

会

比

脱

獄

高

材

務

句

倫

明

該

詑

士

営

片
品
訂
町
|

種

供

試

木

番

務

乾

震
(1∞倍)

1営該材!鍛
l片詑競

抗陸強

(kgfcm2) 

!営該材
{直|
|斤記貌

材質商

|営該材
鼓 f直|

|片記披

みづなら 最大 0.230 16.08 b
C

 

IT--E
一町

最小 0.080

d

d

 

E
一I
E

一町

平均 0.132

偏差率%1 II3.64% 

77-9 A
u

a

 

E

一IE

一E

1240 

912 

1064 

30.8% 

b

e

 
l--B 

13.94 65.1 

70.0 

18.3% 

15.20 

14.1?百

2 最大 1 0.158 
z 
b v 16.71 

最小 0.084
z 
-一cE 

平均 0.108

偏差寧%1 68.5% 

88.0 
Z 

"b v 1252 

1012 

2 
b E b

b

 

2

一I
z

一w
64.4 

2 
"ii7a w 

2 
1l7b N 

13.77 

71.6 

33.0% 

15.62 

18.8?百

3 I最大 ('.130 a
 

3

一E
15・48

最小 I0.080 I五c
平均 0.102

偏差率引 49.2% 

71.0 a
C

 

3
一E

3
一町

55.8 

63・7

23・9% 19・9%

%
 
率差偏均耳l金 vm y--

勾

d
陶

J

しらかんl'f a

C

 

4
一I

4

一四

4 I最大 0.3'口口

最小 0.166 

平均 0.231

偏差率矧 58.0% 

が I I 

II.7'百

1091 

732 

909 

39・59百

%
 

ζ
U
 

O
 
も々一
w

920 

772 

859 

17.2% 

3
一I 千b

a
 

3
一V a

 

3
一v

12.64 

14.27 

%
 

ζ
U
 

陶

zd
T
A
 

4 
一一CN 16-47 

4 
-.i-d E 

4 
d v 

4 
d v 12.99 

15.46 

22.5% 
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樹
商

種

。ち t::も

平均

年輪幌
(cm) 

|営該材 1_-般値| |駿
|片詑貌|凱

I r!d 
0.247 I 干，

lVU 

0.170 Iι 

供

試

木

呑

競

調

査

事

項

C
 

8
一I

a

司日

9
一E
9

一v

会

比

65.7 

50.7 

57.3 

26.2 

8 ，最大 I0タ3I fa Iω 

乾

重
(1∞傍}

値 l営該材 i数片記楓

c

a

 

7

7

7
一I

c

d

 

s
一司

8
一E

b

d

 

9
一V
9

一v

，o 
，u
〆
Q
0
 

• M
、J
菅
島

抗 懸強

(kgfcm2) 

値 i営該材|厳
|片詑競

978 I ~十f
1干iU

仰 |-ia
867 

27.2% 

II91 

938 

1080 2-
946 

679 

821 

32.59百

材 質

16.03 

13.80 

15.16 

14.79百

C

C

 

8
一羽

8
一E

17.62 

14-45 

16-46 

19・39百

値 1
営該材

i斤詑務

7 
d 
E 

7 
1週三

C

C

 

8

一E
8

一E

9 
=a N 

3d 

ぜんのき

7 最大

10 

ru 

ω

一γ

a

c

 

n
一

v
口一

w一

b

a

b

 

口一

I
n
T
2↑一耳

J
6
1ベ
』
『

1

63.0 

65.6 

4・9'百

56.9 

48.3 

52 •6 

16.3~6 

55.8 

50.4 

52.4 

10.3〆

51.2 I Va 

Q01VC 
46.7 I 

17.69百!

44.0 

37.9 

41 •1 

%
 
2
 

A
守
T
A
 

d

c

d

 

m
一V
M
一I
m
一E

4
l
，4
1
・1

12 
=b  N 

a
 

口

I

14.8% 

788 

M
川

匂

'
P
O

ザ
，

今
、

d

O

J

1

6

6

引

797 

6
 
9
 

M

竹

匂

M

5

6

4

r

 

38.99百

心持n
Y
 

2
 勾。

10 
-:n-C v 

12 I最大 0.137 
12 
-.-d 
I 

9 
a 
N 

9 
{'d v 

17.20 

14.05 

唱
。
旬
u

m
一E
m

一v

15.59 

20.2% 

%
 
E
 

Q
O
 
E
 

b
 

o
l
 

τ
A
-
-
E
a
 

14・78

II 
Ta-

~→b v 

12 

1ib 

11.46 

13.26 

25.0 

a
 

16.39 

最小

平均 0.221

偏差率 34.8%

最小 0.172

平均 0.240

偏差率 87・9'百

9 I最大 0.143

金平均偏差率 I46.8% I 
101最大 0.164 

II 
b v 11.53 

最小 0.115 

平均 0.136

偏差率 36.0%

III最大 I0凶
最小 0.070

平均 0.088

偏差率 40.~

最小 0.061 

14.20 

34.2% 

13.55 

10.02 

II.58 

30.5% 

%
 
の
Y9
 
2
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即各樹種ニツキ同一供試木中ニ起 lV年輪幅比重抗塵強及材質商ノ最

大最小値間ノ偏異 J、

みづならニ在 9ア J、夫 φ 77・1% 25・1% 30.6% 17.6% 

しらかんばニ在 9ア J、 58.0% 11・7% 17・2% 22・5%

やち 7さもニ在 9ア J、 46.8% 15.8% 27・7% 18.1% 

せんのきニ在リア J、 56.5% 14.2% 32・9% 29・9%

ニジプ

年輪幅ノ偏異大小順位 J、 みづ在ら，(しらかんば)，せんのき，やち 7さも

比重ノ夫 J、 みづなら，せんの~，やちだも，(しらかんば)

抗歴強ノ夫 J、

材質商ノ夫 J、

せんのき，みづまら，やちだも，(しらかんば)

せんのき，(しらんば)，やも rも，みづなら
ナヲ。しらかんば J、供試木唯一本ニ過ギザノV 錦之ヲ除外ジ他ノ三樹種ユ

ヅキ同一木中年輪幅ノ最大ナ JVみづなら ρ 比重ニ於アモ最大ノ偏異ヲ

示ジ年輪幅ノ偏異最小ナ 1)vやちだも J、比重ニ於ア叉最小ノ偏異ヲ示

ジタ 9然ノV ニ抗暦強 J、せんのきニ於ア最大ナノV 偏異ヲ見タノV 錦従ア材

質商モ同様ナノV 結果ヲ見タ1)0 

次ニ叉同一樹種ニ属スノV 供試材片中ノ最大最小値及ソノ偏異ヲ求ム

V バ第五表ノ如ジ

第五表

樹 供 5周

試 査
年輪幅比 重 抗貫主強 材質商

木 (cm) (100傍) (kg/cm2) 

番 事
営該材 営該材

童主 催 I常片該記材競 般日該材種 務 項 重責 値 I片記披殿 1直||}z扇貌 片記競 l

みづなら 最大 0.230 
I 

fd 88.0 Y2 b 1240 
E 

Tb 

最小 0.080 55.8 3 732 
3 12.64 3 

r5v3 c lVc すa Va 

1. 2. 3 平均 0.114 68.4 1030 15.03 

偏差 0.150 32.2 508 4.07 

偏差率 131.6% 47.1% 49・3~百 27.10 



( 19 ) 

樹
商

種

しらかんl'f

供

試

木

番

披

調

査

事

項

平

年

乾 l
重|抗麿強

(kg/cm2) 

値 l営謝l片詑競|
仰 |-Jci 4 

d 
E 

4 
-ri-d v 

殻ィ耳元警護l毅

材 質

材
競
該
記
営
斤

値

最大

最小

告
“

plW

4
一I

4

一四 12.99 

4 
-.<-d 
V 

4 +d l 

0.3'∞ 59.4 16.47 

4 
~ v 

0.166 52.9 772 

4 平均 0.231 859 15.46 55.7 

偏差 0.134 6.5 148 3-48 

偏差率 58.0% 11.79百 17.2% 22.5% 

『コち 7ごも 1191 

7.8.9 

最大 0.383 a
 

8

一I
8 

百C
8 
"，c R 17.62 ρ

U

β

L

U

 

8
一E

7
一司

68.8 

最小 0.069
9 
"，"d v 13.80 唱

4
9

一v
。
..T-d. v 48.3 679 

平均 I0.187 

偏差 I0.196 I 20・5 I 512 I 3.82 

時

1
104.8% 

1 
135.0% I 55.5~o 勾

58.5 923 15.74 

最大 I0向 |Tb
， ]宮

最小 0.061 I ~ Xa 
I !壬b

10.11.121平均 0.102

ぜんのき 55.8 ，d

a

 

m一
-V
ロ
I

10.02 

797 16.39 a
 

n
一Ia

'

b

 

I

f

2

一l

E
-
I
l
-
-
A
 

12 
..-b E 

37-9 395 

46.7 612 13.01 

偏差 0.103 402 6.37 17・9

偏差率 101.0% 38.3% 65.7% 49.00% 

即同一樹種ノ金供試材片中ノ最大最小値ノ偏差奉 ρ 平均年輪幅及会

乾比重ニ於アみづなら最大抗麿強及材質商ニ於アせんの 5最大ヲ示ジ

前述ト同様ノ結果ニシア唯ツノ数値ガスペアニ於ア稿増大セノV ニ過ギ

ず JVナリ。

以上同一供試木叉 J、同一樹種間ノ偏差卒殊ニ材質商ノ偏差奉ヲ基礎

トV ア各樹種ノ構材トシアノ品質ニヅキ考フ JVニせんのきニ於ア偏差

卒大ナ JV-'、材ニヨ 9ア各種ノ品質ノモノガアラ J、v易キヲ意味ジ其他

ノ三樹種ユア J、此偏差率大同小異ナノ'V-，、材ニヨ 9品質ノ相違ヲ来ス程

度略同様ニジア而モせんのさヨ 9毛材ニヨ Y 品質優劣ノ差起 9難キモ
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ヲ立与にせノタ )V ヲ意味スベジ。本道ニ於ケ )V せんの~ ~、木材工襲家ニヨ

ラ ν ツツアタノV 用途=向ケラ ν 利用上異 9ん，ぬかせんノ二種=直別セ

9各種ノ品質ノ毛ノアラ ρ )V)V結果ニ外ナフザ )Vナ 9
0

ヨ)V ~、蓋ジ材ユ

" 
塵縮弾性反強度b. 

表...r.. 
F、第

liJELlylilJlili 
l l l l l l1:: 

1-4全?皐含

*-

軍事

平
均
年
輸
相
附

査

事

E周樹

133.2 

2a 

88.3 

3b 

111.8 22 II I.96 10.51 10.52 65.9 

44.9 

40.2% 

1

1
川

4

い
o

A

J

%

2

t

6

4

7

5

2

 

3

7

沼

7
n
F

司

a

、a

肩、d

ム

150.3 

8b 

72.9 

9c 

113.6 

77・4

68.1% 

93・7

IOb 

9

d

s

 

ι
沼

&

3

1

6

 

16 78.8 8.81 b

一

。。

10.35 

内』"、d戸、J

17.1 0.167 

57.8 

86.5% 

E

a

5

4

9

6

M

一
p

d

g

d

7

2

2

A

一
9

a

♂

5

6

4

戸

I

3

一
4

9

8

8

3

5

E

一
Z

2

3

2

3

1

(

一

4

2

3

E

、
-

3

I

0

0

0

0

ば
M

一

o

o

o

o

w

d

一
口
ー

0

0

0

o

，ー・一

0

0

0

0

4

一

口

58.6 

しらかんIf

14.6 。目217

57-2 

0.0196 

12b 

0.0262 

0.0133 

50.8% 

10 1104 10.23 i 10.21 

最大

営該材片寵競

I :最小

みづなら!蛍該材片言E務

平均

偏差(

偏差寧 1

最大

営該材片記続

最小

営該材1t記波

平均

偏差

偏差率

61.6

1 

最 大

!営該材片詑披

最小

常該材片記披

平均 I0.112 I 15.9 I 

l偏差

% Cm 項種

46.4 50.7 

ぜんの与
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長ナ 50cmノ各供試方柱個令ニツキ麿縮弾性及強度ヲ試験ジタノV成積

ヲ示スコト附表第二表ノ如 V。

此表ヨ 9供試樹種毎ノ卒均敷値並同一樹種間ニ於ケノV 最大最小値及

之ガ偏差率ヲ示スヨト第六表ノ女nv。

lllll((  

0.133 

4c 

0.205 

0.103 

50.296 

0.149 

9c 

0.187 

0.088 

4P% 

9

b

s

b

7

E

￥
 

E

D

4

2

8

7

I

F

 

I

l

o

-

0

0

1

 

0
・

仏

o

n

M

釘

0.236 

4b 

0.0926 0.0∞205 

4b 4a 

0.0589 

5c 

0.0775 

0.0337 

43・5%

0.257 

4c 

0.361 

0.172 

47.O?O 

10C 

0.355 

9a 

0.255 

7b 

0.3II 

0.100 

32 •2 % 

0.2591 

lOb 

0.135 

12d 

0.00050 

5c 

0.0∞70 

0.00045 

64・3%

0.00074 

9a 

0.00039 

7b 

0.00050 

O.∞035 
70.0% 

0.00055 

lod 

O.∞027 

10a 

0.00039 

0.00028 

71.8% 

30.9 

0.000111 

4a，4d 

0.000169 

O.。∞094
55.6，$ 

28 

0.200 

0.124 

62.0% 

38 

0.279 

7b 

0.350 

0.155 I 

44.3% 1 

0.042 

9a，9d 

0.237 

8b 
3

a

4

a

6

9

4

 

;

7

3

8

6

0

p

札

口

ろ

戸

、

U

F

O

ヲ
J
E
-
-

6

0

0

0

4

 

仏

a

o

o

61.0 16.3 0.049 

0.0∞209 

9d 

0.000120 

7a 

0.000157 

0∞0089 

56.7% 

37 

0.3∞ 
lod 

0.023 

46.9% 

0.052 

12C 

叩

ω
叩

E

m

町
一

w

0.0949 

0.0707 

IOb 

22 0.0855 今
、
J-

M
J
'
 

今
耐

0.172 

12d 

0.035 

12b 

0.043 

0.0242 

28.3% 

16.2 50-4 0.249 

0.128 0.017 

39・5%51.4% 
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向通覧ニ便ス lVタメ各樹種毎ニ総括 V タ lV弾性及強度ニ闘ス lV主要

敷値ノ平均値ヲ摘記ス ν バ第七表ノ如ジ。

第七表

樹

稜

みつ・ 1t.ら

しらかんIt.

o ち t~ も

ぜんのき

含

7k 

率
(%) 

17.1 

14.6 

16.0 

15.9 

71•6 

58.6 

61.6 

50.7 

65.9 

55.3 

57.2 

46-4 

5酸
性
係、
駿

(t/cm宮)

IIL8 

127.8 

113.6 

66.8 

強係
性
m主
界薮

(t/cm2) 

0.189 

0.205 

0.187 

0.087 

流係
動
限
界厳

(t/cm宮)

0.333 

0.361 

0.3日

0.2児旧

抗

座

f畏

(kg/cm2) 

0.325 

0.397 

0.350 

0.249 

叉みづならニ劃ス lV諸数値ヲ 100 トV 他樹種ニヅキ其比率ヲ求ム V

バ究表ノ女日ジ。

第八表

樹 含 上ヒ 重
灘

li 
係 流 抗

* 
性 動

層雪
係 限

種 重軽 気 乾|金 乾 重主 重宝 界 『長

みづなら 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

しらかんIf 85-4 81.8 83.9 Il4.3 108.5 108.4 122.2 

。ちたも 93.6 86.0 86.8 101.6 98.9 93-4 107.7 

ぜんのさ 93.0 70.8 70-4 59.7 46.0 60.1 76.6 

即しらかんば J、合水李相、小ナノVl事みづ在ら及やちだもョ 9モ塵縮弾

性ニ艶スノV諸性質優良ナノV 結果ヲ見みづなら J、合水率最大ナノV 矯比重

大ナ lVエ拘ラズしらかんば，やちだもヨ 9モ塵縮弾性ニ劃ス lV諸性質稿

劣 vlV結果ヲ見タ 9故ニ合水率及金乾比重=於ア此三者ガ略同一ナ 9

ト仮定セバ郭 vヌf優良ナ 9ヤ否ヤニツキア J、其判断ニ苦ジム所ナ 9。恐

ラク此三者ノ間ニ在 9ア J、歴縮弾性及強度ニ撃すス lV差 J、甚少キモノト

見ラ lVベジG従ツア費用上此三種 J、縦方向ニ暦縮スノV 場合匪別シア考フ

ノV ノ必要ナキヌf如寺内然ノV ニせんのきニ在 9ア J、是等ノ敷値著ジク小ナ

y ヲ見殊ニ弾性係数ユ在 9ア J、前三種ノ約二分ノーニ営 lVベグ同材ガ
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歴縮弾性及強度ノ黙ヨ 9観察手/甚劣悪ナノν品質ノモノタノV ヲ窺ヒ得 )V

ナ 9。

究ニ此種塵縮弾性及強度試験ニ供ジタ )V材ヨ 9木取 9タノV 正方形供

試韓ニヅキアノ横麿試験成績ヲ纏括ジタ )Vモノヲ奉グ V バ第九表ノ如

ジ 。

第九表

樹 種

み ..-j tよち

しらかん If

。ち 1:: も

ぜんのき

メ百0- 7R 

ヲ五

15.9 

15.7 

16.3 

16.2 

空襲 Jt 重

I∞倍 ザcm2

70.1 0.069 

56.8 0.041 

61.0 0.049 

50.4 0.043 

即合7](率略同一ノ気乾牒態ユアタテ横歴強ノ最大ナノV~、みづなら究

J、やちだも，せんのさノ順ニジアしらかんば最小ナ lVヲ示セヲ。一般ニ横

塵抵抗力ニ関係アノ'V..，T'合水度比重等縦麿ニ関係アノV 因子以外更ニ年輪

トカノ方向トノ関係及材内部ノ解剖皐的構造ト見ラノV ペグ本供試材 J、

四方柾ノ木取ヲ標準トセ lV~ 力ノ方向ト年輪トノ関係 J、各樹種略同一

ト看{故サ lVベキニヨ 9合水率及比重ノ関係ヲ考慮外ニ置ケバみづ左ら

ノ最大ヲ示ス J、同材ガ材ノ構造上横塵ニ封シ最大抵抗ヲ示スト考へラ

lV lV髄線ノ大ナノV モノヲ有ス JVコトニ蹄セジムベク叉しらかんば材ガ

最小ヲ示ス J、同材ノ髄線やちだも，せんの 3ョリ毛細小ナノV ニヨ lVベキ

カ。

叉塵縮弾性及強度ノ諸数値中弾性係数及縦麿横暦ノ破壊強ノ三者ニ

グキ各樹種間ノ偏差卒ヲ皐グ V バ第十表ノ如ジ。
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第十表

樹
縦麿破壊強|横座破壊強

種 偏差率% 偏差率% 偏差率%

みづなら 40.2 27.8 10.1 

しらかん If 59.2 27.2 36.6 

。ち f: も 68.1 44.3 46.9 

ぜんのさ 86.5 51-4 39.5 

即みづならニ於ア最小せんのきニ於ア最大偏異ヲ示 V タ 9 。故ニ~縮

材トジア使用スノV場合ニ J、みづなら最適ナ JVベクせんのきユ至:11"9 7"'"、

安全奉ヲ大トスノV 必要認メラ }V。

C. 脅曲躍性反強度試験

断面正方形ノ供試桁個ベトニツキア轡曲弾性及強度ノ試験ヲ行ヒア得

タノV成積 J、附表第三表ノ女ni/。

今各供試樹種毎ノ平均数値及同一樹種間ニ於ケ JV最大最小値及之ガ

偏差卒ヲ示スコト第十一表ノ女¥lジ。

第十一表

樹

種

みづなら

最大

営該材片
記競

最小

営該材片
認披

平均

偏差

偏差率

17.6172.2166.5 



、、，，
J

回
、
J

A
7】
r
'
E

、

IOdl 12al 12d IOdl IOdl IIa lCdl IObl ICdl loal 12dl 

樹 調

査

0.3411.009IO.II721 20.910.07710.2351 0.7212.74210.1611 1巧 11 2.0割

ぜんのき 12dl IIcl 口dl 12dl ，12dl 12dl 12dl 12bl 12dl 12bl lIal 

15.6149・9146δ10.8211・38210.19211 50刈0.18510.5831 1均14・41010♂ 515・40213.6 

偏差

偏差率 ココ02l:::l::11l;;:121:zr:;:l:::
即四樹種中みづなら J、試験官時ノ合水率最大ナノV ニ拘ラズ金乾比重

大ナ lV鋳弾性係数及抗折強最大ナノV ヲ示セ lVヲ以ア桁材トジア最剛最

強ナノV モノト謂ヒ得ペクせんのさニ在 9ア J、是等敷値みづならノ約二

卦ノーニ過ギズ。やちだも，しらかんば J、みづならニ比 V 約 10.%小ナノV 結

呆ヲ見タリ c然 v Vモ Tetmajerノ謂フヌf女日ク破壊時=於ケ lV仕事量ヲ以7"

構材ト V アノ品質剣定ノ指針トセバやちだも J、他ノ三樹種中最材質優

良ナ 9 ト看{故サ lVベク叉靭性或 J、屈携性ニ閥シア J、せんのさ及やちだ
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もJ、みづならニ比シ寧ロ優 νノV 材質ヲ有ス JVヲ知 JVナ?。

IV.摘要

北海道産澗葉樹中代表樹種タノV みづなら，しらかんば，やも rも，せん
の 3ノ比重及構材トジアノ品質ノ試験ヲ賓施スノV ニ嘗 9天盤演習林内

同一林地ヨ 9略同大直径ノ供試木各三本宛ヲ選定ジ各供試木ヲ 9地上

I・3m， 5.3 m， 8.om， 9・3rn， 13・31l1， 17・3mヲ中心トシア木取 9タノV 厚サ 20crnノ国

盤ト地上高 6.6mヲ中心トシア木取 9タJV長サ 2・5mノ丸太一個ヲ採取ジ

各供試園盤及丸太ヲ髄心ヲ通 9直交スノV 断面ニア四分割ジ更=正方形

ノ横断面ヲ有ス JV方盤及方柱ヲ作製ジタ 90

2 各供試木ヨ 9採取セノV 国盤ニヅキ建材幅ヲ測定シ叉地上8.omョ 9

採集セノV 固盤ニヅキ生木比重及合水率ヲ建材及心材ニ ~l v'求メタ 9。即

建材 l幅 J、地上高ノ大小ュ闘ジ著ジキ養化ナジ。生木比重ノ最大ナ JV~、み

づならノ心材ニジア I ヨ 9大ナノV モ他 J、何 V モ水ヨヲ軽 v。叉しらかん

ば及やも 7さも J、心材ノ合水率大みづなら，せんのさ J、遺材ノ合水率大ナ

ノV ヲ見Eせんのき，やちだも J、心遁雨材問ノ合水率ノ差梢大ナノV ヲ見タ

90 

3 供試木ノ各部牙ョヲ木取 9タ JV厚サ 2・5crnノ多数方盤ニツキ測定ジ

タ JV杢乾比重ノ平均ヲ大小順ニ記ス V バみづ在ら 68.4やちだも 58.5し

らかんば 55・7せんのき 46.7ナ 9。

叉抗塵強ノ平均ヲ大小順ニ記ス V バみづ在ら 1030kg/crn2やち 7さも 923

kg/cm2しらかんば 859kgjcm
2
せんのき 612kg/cm

2ナリ即抗塵強ノ大小川比

重ノ大小ト相一致ス。

4 前記供試材片ニヅキ測定ジタノV 抗暦強ト比重トノ比即材質商ノ大

小順ニ記ス V ~~9 やち 7さも 15 ・74 しらかんば 15 -46 みづ在ら 15 ・03 せんのき

13.01之 J、材ノ年輪幅ノ虞狭ト略一致ス。

5 各樹種間ニ起 JV年輪幅及比重ノ偏異最大ナノ'V~、みづなら抗塵強及
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材質商ノ偏異最大ナノ'V~、せんのさナヲ。斯ノ如グ材質ニ閥スノV 諸性質ニ

偏異ヲ生ズノ'V..T' 品質ノ麓化著シキコトヲ意味ジ木材加工使用上注意、ヲ

要ス。木材工塾家ノ謂フヌf如クせんのきユあにせん，ねかせんノ匝別ア }V

J、せんの 3材ニ於ア J、個樹ユヨ 9著ジキ品質ノ相違起 9易キ傾向アノV

ユヨ }Vナランカ。

6 麿縮弾性及強度ノ敷値中主要ナノV 弾性係数縦暦破壊強ニヲキア各

樹種ノ合水卒及比重稿異 }Vタメ比較ニ適ス Y 敷佐ヲ見出ジ難カ 9ジモ

みづなら，しらかんば，やちだもニ劃ジア J、著ジキ相違ナキモノノ如ジ。然

v F'モせんのさニ於ア J、著ジク小ナノV 数値ヲ示ジ前樹種ノ約二分ノー

ナ 9。

7 横座強即木繊維ニ直角方向ノ歴縮=艶スノV 抗歴強ニ闘ジア J、各樹

種試験官時ノ合水率略同ーナ 9v 矯樹種ニヨノV 特性ヲ認、メ得タリ。即み

づなら最大やち 7さも，せんのさ之ニ究ギしらかんば最小ナ 9。

8 脅曲弾性及強度試験ノ結果ニヨ V ..，t"，.四樹種中みづまら ρ 梁材トジ

ア最剛最強ノ材ト調ヒ得ペクせんのき J、其正反撃すタム耐 V アみづなら

ニ劃スノV 弾性係数及抗折強ノ数値ヲ 100 トス V バやちだも，しらかえば

ノ夫 J、約90%ニ賞?せんの主ノ夫 J、約 50，%ナヲ。然 v l'~ モ Tetmajer ノ謂

フ如ク破壊時ノ仕事量ヲ以ア構材トジアノ品質剣定ノ指針トセバやち

だも J、他ノ三樹種中材質最優ナ 9 トスペジ。叉靭性ニ関シせんの 3及や

ちだも J、みづならユ比ジ寧ロ優 }Vヲ見 JVo
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附表



附表 I 抗塵強試験

( 31 ) 

樹

試
国
盤
呑
競

供
試
木
及
供

種

記

時

制

供

試

材

片

年
輪
幅

平

均

cm 

金比

乾重

100倍

抗
懸
強

kgJcm2 

材

質

商

みづなム a ω92 68.4 1010 14.76 

b 

C 

i干副
E 

E 
a 

0.153 

0.153 

0.230 

0.157 

0.092 

0.Il7 

0.186 

77.1 

73.5 

77-9 

今
働• 4
・
w
，，
 

65.1 

69・3

73.9 

69・7

1240 

1164 

1170 

6
 
4
・
E
 

菅
島

16.08 

15.83 

15.01 

15-42 

965 

1067 

II80 

1087 

14.82 

15・39

15・96

15.59 

平均I 0.127 I 制| 町|巧
I 

W 
a 

b 

c 

d 

b 

C 

d 

0.080 

0.127 

0.146 

O.口93

67.3 

66.7 

65.4 

65.2 

1020 

995 

912 

960 

15.15 

14.91 

13・94

14.72 

苧均|口E口E2 1 6“6.2 9釘72 I 同

全 平均 I 0叩 I 7戸0ωo I 叫 I 1巧5.20D 

みづなら
2 

I 
a 。.094

0.134 

0.142 

0.II4 

2
 
2
 

冒
息

。

72.9 

74.9 

72.1 

72.0 

。
今

3
旬

J

1196 

1252 

1132 

1190 

今

OQJ
 

Y
A
 

智
且

16.40 

16.71 

15.70 

16.52 

C 

16.34 

2 

E 
a 

b 

d 

b 

c 

d 

2 

N 
a 

0.096 

0.098 

0.084 

0.088 

0.103 

0.102 

0.096 

3

9

6

6

 

1

0

7

8

 

ぷ

u

n

'

'

ζ

U

ぷ

U

K
U
 

Q
O
 

ζ
U
 

64-4 

73・5

69.2 

o
 

n
y
 

ζ
U
 

1017 

1152 

1095 

II06 

ァ斗
1064 

1012 

1114 

今
‘
d

民
UO
 
E
 

15.II 

J6.24 

16.19 

16.12 

15.91 

16.52 

13.77 

16.09 

C 

15-46 

b 

d 



キ寸

質

一 一位翻|平年 1 全比 1 抗

詰 | 輪|拾吾| 懸
i 均幅|乾重| 強

キオ
片披 cm 1∞倍 kg(c叩 2

(32 ) 

樹

試
国
焼
香
競

供
試
木
及
供

種

商

15.02 

13.87 

4

7

一

5

司

J

片

J

一

げ

d

4

戸コ一

A時
V

I

E

I

 

0

6

6

 

4

3

I

 

口

Z

I

I

I

-

ー

1068 

1221 

官

15.62 1116 

16| 別|
(716 I 

71.1 

88.0 

a 

d 

b 

c 

千

2 

7 
らみつ1.ょ

15・36

15・48

14.87 

14.77 

1091 

1081 

71.0 

69.8 

67-4 

61.3 

1002 

906 

0.130 

0.126 

0.121 

0.082 

l0.102 

0.II4l 

54.0 858 I 

14.19 

14.91 

15.03 

15.20 

向|山
902 

918 

756 

855 

63.7 

64・3

64.6 

6p 

平均 0.104 64.9 

~ a 0.096 67・2
町

0.104 66.0 

0.080 55.8 

0.106 64.0 

15.13 1020 

904 

959 

971 

1020 

13.42 

千金

a 

b 

3 
I 

らみつな

67・40.II5 

0.107 

0.087 

0.096 

0.126 

b 

3 
E 

c 

d 

13.90 

13.54 

13.35 

c 

，. 

12.64 

13.23 

13.76 

13.81 

13.36 

13.55 858 

732 

752 

849 

837 

63・3

57.9 

56.8 

6I.7 

60.6 

0.097 

a 

b 

c 

3 
v 

793 

14.27 

15.03 

909 

1030 

63.7 

68-4 

均平

みづなら三本総平均

しらかん !f

金

a 

b 

4 
I 



(33 ) 

供言責 供記 平 年 金 比
抗麿 材

試固 設
輪

樹 種 木盤 均 申高 乾 重 5長 質
及番 材

供貌 斤骨量 cm E∞傍 kgfcm2 商

しらかん 11.'
4 
E 

a 0_216 56.1 916 16.32 

b 0.222 56.3 884 15.70 

c 0.258 56.4 898 15.92 

d 0.230 55.0 906 1647 

平 0.232 56.0 901 16.Il 

4 a 0.228 54.8 857 15.63 
町

b 0.218 54-4 864 15.88 

c 0.233 57.2 920 16.08 

d 0.277 58.2 816 14.02 

平 0.239 56.2 864 1540 

4 a 0.203 54.6 852 15.60 v 
b 0.207 53.8 836 15.53 

c 0.238 57.5 832 1446 

d 0.297 594 772 12.99 

平 0.236 56.3 823 14.65 

4 a 0.195 55.5 847 15.26 
1直

b 0.204 54.1 841 15.54 

c 0.166 56.6 857 15.14 

d 0.176 57.0 857 15.03 

平 均| 0.185 55.8 851 15.24 

金 平 0.231 55.7 859 15・46

。ちだも 7 
I 

a 0.213 50.7 742 14.63 

b 0.208 54.1 829 15.32 

c 0.200 54.3 852 15.69 

d 0.226 54.5 811 14.88 

平 0.212 53.4 お9 15.13 

E 
7 a 0.193 52.2 806 15-44 

b 0.212 54.9 854 15・55

c 0.2II 55.2 883 15.99 

d 0.247 56.9 912 16.03 

平 16 I 54.
8 I 15.75 



(34 ) 

供試 供記 平 年 会 !t 抗 材
試聞 試

輪 里遺
樹 種

木及 盤番 キオ
均 4幅 乾 重 E昆 質

供滅 斤君主 cm 100倍 kg/cm2 商

"Ç:>ち t~ も 7 
N 

a 0.231 56.5 870 15.39 

b 0.208 54.2 831 15.33 

C 0.211 53.5 784 14.65 

d 0.219 56.2 821 14.60 

0.217 55.[ 827 14.99 

7 a 0.190 55.0 837 15.2[ 
V 

b 0.247 61.2 977 15.96 

c 0.368 65.7 978 14.88 

d 0.221 58.4 885 15.15 

!平 0.257 白 .1 919 15.30 

7 a 0.170 57.3 883 15.41 
百

b 0.220 64.9 904 13.92 

c 0.223 65.5 904 13.80 

d 0.203 63・7 978 15.35 

均| 0.204 62.9 917 14.62 

全 平 0.221 57.3 867 15.16 

。ち g も 8 
0.383 64.9 15.86 a 1029 

b 0.192 64.0 1055 16.48 

C 0.172 64.9 938 14-45 

d 0.296 65.0 1028 15.81 

平 0.26[ 64・7 10[3 15.65 

8 
65.9 1066 16.17 

E 
a 0.272 

b 0.243 64.4 1020 15.83 

c 0.230 63.9 II26 17.62 

d 0.219 63.0 1063 16.87 

千 0.241 64・3 1069 16.62 

8 
66-4 15.66 

町
a 0.237 1040 

b 0.220 63・7 1057 16.59 

c 0.269 67.6 1II8 16.53 

d 0.245 65.5 1071 16.35 

平 0.243 65.8 1072 16.28 



、‘，
J戸、J

均
令
U
，，，、、

供試 供記 平 年 会 上ヒ 抗 材
言有 国 試

輸 君主
樹 種 木及 盤番

均 申占百 乾 重 5長 質
材

. 
供競 片務 cm E∞傍 kgfcn:l 商

ヤち g も 8 
66.5 1155 17.36 V 

a 0.255 

b 0.235 64・7 1084 16.75 

c 0.255 67.2 1139 16.94 

d 0.273 67.0 1132 16.89 

平 0.255 66.4 1128 16.99 

s 
66.7 1162 

百
a 0.211 17.42 

h 0.193 65.9 1080 16.38 

c 0.210 68.8 1191 17・31

d 0.176 65-4 1048 16.02 

均|平 0.198 66.7 1120 16.78 

全 平 0.240 65.6 I蜘 |ω
。ちにも 9 a 0.099 50.7 8∞ 15.77 I 

b 0.113 50.5 765 15.14 

C 0.100 54.0 867 16.05 

d 0.096 49.8 8n 16.29 

平 0.102 51.3 8n 15.81 

9 
a 0.143 53.9 906 16.80 

E 
b 0.102 52.5 776 14・78

C 0.091 51.0 799 15.66 

d 0.091 51.8 829 16.∞ 

平 0.107 52.3 828 15.81 

9 a 0.099 55.0 946 17.20 
N 

b 0.102 54.0 867 16.05 

c 0.088 51.9 783 15.08 

ι 0.089 52.8 829 15.70 

:zr. 0.095 53.4 856 16.01 

v 9 a 0.089 52.7 833 15.80 

b 0.125 56.9 935 16-43 

c 0.099 51.9 786 15.14 

d 0.069 48.3 679 14.05 

平 0.096 52.5 808 15.36 



(36 ) 

供試 供詑| 千 年 会 !t 抗 ヰ4・
試園 試

輪 麿
樹 種 木盤 均 隔 乾 重 5最 質

供及 競呑
材

片貌 cm I∞倍 kg/cm2 商

。ちたも 9 a 0.102 53.3 787 14・76
四

b 一 ーー 一 • 
c 0.084 53-4 812 15.20 

d 一 一 一
平 0.093 53・4 800 14.98 干

金 平 0.099 52.6 821 15.59 

『コち g も三本総平均 0.187 58.5 923 15.74 
4砂

一 一 一

ぜんのき 10 a 0.128 51.0 674 13.22 

b 0.164 54.1 750 13.86 

c 0.121 50.4 
. 

717 14.23 

d 一 一 一 一
平 0.138 51.8 714 13.77 

10 a 一 一 一
E 

b 0.151 53.3 788 14.78 

c 0.133 53.2 684 12.86 

d 0.142 50.4 657 13.04 

平 0.142 52.3 710 13・56

10 a 一 一 一
町

b 53・3 13.18 0.141 703 

c 0.117 51.9 705 13・58

d 0.131 51.2 667 13.02 

平 0.130 52.1 692 13.26 

10 a 0.Il5 52.5 680 12.95 
v 

b 0.lI6 54-4 708 13.01 .. 
c 0.141 51.4 637 12.39 

d 0.160 55.8 640 11.46 

平 均
i
0.133 53.5 666 12.45 

4・
会 平 0.136 52.4 696 13.26 

ぜんのき 11 a 0.101 48.6 797 16.39 
E 

b 0.088 49.1 753 15・33

c 0.083 48.9 716 14.64 

d 一 一 一 一
平 0.091 48.9 755 15.45 



(37 ) 

供試 f共言巳 平 年 金 上ヒ 抗 材
試園 試

輪 麿
樹 種 木盤 均 申耳 乾 重 5長 質

及番 キ4・
供貌 片務 i cm 100倍 kg/cm2 商

ぜんのき Il a 一 一 一E 
b 0.079 45.7 661 14・46

c 0.078 44.9 619 13.78 

d 一 一 一 一

平 0.079 45.3 640 14.12 

一一一一一
11 a 0.098 44.9 628 13.98 
w 

b 0.087 47.4 721 15.21 

c 0.070 44.1 623 14.12 

d 0.084 45.7 602 13.17 

苧 0.085 45.5 644 14.12 

Il a 0.106 51.2 699 13.65 
V 

b 0.103 47.2 544 11.53 

c 0.076 43.0 557 12.95 

d 0.093 46.9 6匂 14.26 

平 均| 0.095 47.1 

会 平 0.088 46.7 664 14.20 

ぜんのき
12 

0.06t a 37.9 440 11.60 

b 0.137 40.0 503 12.57 

c 0.096 424 549 12.95 

d 0.084 42.8 580 13.55 

平 0.095 40.8 518 12.67 

t2 
0.069 436 11.06 

E 
a 39.4 

b 0.061 39.4 395 10.02 

c 0.070 41.9 471 1I.24 

d 0.076 42.9 580 13.51 

平 0.069 40.9 471 1I46 

12 
38.9 11.56 

町
a 一 450 

b 一 44.0 467 10.61 

c 一 42.8 501 1I.70 

d 一 40.6 455 11.20 

平 一 41.6 468 11.27 



材

質

年|金比| 抗
輪 樫
均幅|乾重長

cm100佐 kg/cm2 商

10.97 426 

452 

436 

469 

38.8 

11.10 

10.58 

10.93 

40.7 

42.0 

42.9 

千

( 38) 

樹

試
問
盤
番
披

供
試
木
及
供

種

12 

V 
~ ぜんの

b 

c 

d 

友

0.0296 

0.0285 

0.0306 

0.0347 

0.0348 

0.0255 

0.0371 

0.0358 

0.0349 

性聾

9.03 

7.85 

8.84 

縮塵II 

;: I I I 

4 c 

4d  

枝

表

みづなら

4 a 

4b 

試

材

認

時

腕

1 a 

供

附

しらかんl'f

みづなら

みづなら

樹

種



( 39) 

樹

試
閲
盤
番
目
碗

供
試
木
及
供

平年 1 金比| 抗
輪 歴
均幅|乾重| 強

cm ∞倍 kgfcm2

種

記

曲

碗

供

試

材

片

材

質

商

空[平均
I - 1 

均 l- I 
I - I 

10.<)0 

11.58 

13.01 

彊度試験成績

限

0.345 

ペペペ叩0.364 I 17.2 I 70.9 I 0.066 

16.8 1 69.1 1 0吻

15.4 

0.428 15.0 74.5 I 0.073 

15・宮 | 73 7 1 0・071

0.071 

0.072 

0.067 

0.070 

0.070 

0.041 

0.039 

0.042 

0.049 

0.043 

0.037 

0.038 

0.034 

:5「iliu f 
破壊限界| 構

荷|抗|含
君主 | 水

重|強|率

動流 界
一
比
仕
事
量

128.0 I 0.1<)0 I 0.0∞140 
98.6 I 0.141 I 0.0∞100 

126.6 I 0.194 I 0.000148 
戸、J

m
v
a
q
 

I II7.7 I 0.175 I 0仰向 I- I - I - I - i 35.81 

1記-httlL叶:iiFt乙
11I7.8 I 0.227 I 0∞ω2o i 47 I 0.08叫 I0.369 I 0∞070 I 55 I 

:|::::l:::;; 

がドー810.297 I 0.0∞56 1 :;8 

麿試験

比|横

磨

重|強



(40 ) 

樹 f共 枝 節 扶 況 平 含 上ヒ 重 構 断 面 強

試 測定部 測定部
均

験試常
金 面 荷 短

年 7Jc 
材 (二十灘〕内 (二十純〉タト 輪

乾
申足 長 続

扶

記 技館個駿 枝節個数 隔 室経 時 態 後 重 量

種 務 大節 I~摘大節|小節 cm % 100倍 cm cm宮 t cm 

しらかん11:' 6 a E 0.216 14.7 61.0 57.5 8.57 8.61 73.8 17 0.0342 

6 d 2 0.189 14.9 61.5 58.2 8.34 8.38 6g.9 16 0.0301 

I 0.203 r川 州叫 8.46I 8.50 I川|叶 0.0322
司コち t:も 7 a I 14.6 59.0 54.9 9.76 9.70 94.7 15 0.0302 

7 b 0.303 17.0 61.3 56.2 12.94 13.02 168.5 29 0.0319 

7 c 0.209 17.0 57.8 53.( 11.49 11.66 134.0 23 0.0339 

7 d 0.245 11.78 140.2 22 0.0313 

1 0勾51 16.41 59.51叫叩 111.54 1山 l叫ω8
。ち 7こも 8 a E E 17.1 70.2 65.2 11.28 0.0296 

8b E 0.259 14.1 67.7 63.7 9.81 9.87 96.8 I 23 0.0316 

8 c 2 0.260 16.9 70.3 65.5 1I.10 1I.10 123.2 27 0.0295 

8d E 2 0.247 17.5 68.5 63.6 8.79 8.92 96.8 15 0.0288 

1 0.255 I川匂2r 64.51叫 110.28r 1向 12310.02 
。ち f:も 9 a 0.092 13・7 58.4 54.6 9.69 20 0.0368 

9 b 0.112 14.3 57.1 53.2 10.44 10.52 I 109.8 19 0.0356 

9 c 0.083 16.3 55.4 50.6 9.68 9.70 93.9 14 0.0409 

9d 0.084 16.4 53・4 7.25 52.6 10 0.0440 

1 0.0931川 56.11川 9.271 9.27 1 87.3 1“I 0.0393 
ぜんのき 10a 0.150 15.0 ~~.~ I 5l.I 12.95 12.91 167.2 18 0.0265 

IOb 0.156 15.9 58.3 i 54.0 II.92 II.g8 167.7 17 0.0254 

10C 0.131 15.6 56.3 51.9 9.85 10.00 98.5 9 0.0265 

IOd 0.141 18.1 55.4 50.1 8.94 8.75 77.4 9 0.0284 

1 0.145 1叫が3) 51.81 10.91 110.91 1 127.7 ) 131 0.0均
ぜんのき 0.072 16.1 44.2 40.1 見 88 10.90 n8.6 11 0.0329 

12b E 0.081 16.1 44・3 40.0 11.20 II.IO 124.3 6 0.0196 

12C E 0.097 16.3 51-4 47.0 8.67 8.55 74.1 5 0.0199 

ud 0.061 13.8 39.9 36.9 7-45 7-43 55.4 3 0.0302 

ーァヲ I_，--I-=-T-下ふI~.~_~-l示仏両~.50 [ 93.1 1 61 0.0ザ



(41 ) 

性 限 界 流 動 キ貰 磨 試 験

5阜短 型車 比 荷 短 含 上ヒ 横
r、 性 仕 動仕 層重縮毎
係 事

縮 7~ 層E
性皮哲

限事
重主 界数 量 重 量 界重主量 重 強 率 重 5長

cm t/cm2 t.cm t C江1 t/cm2 I t. cm I t/cm2 % I∞倍 t/cm'宮

134・7 0.230 o.∞0197 29 0.0762 0.393 0.0口町75 32.5 0.440 15.5 61.0 0.044 

152.1 0.229 o.∞0172 30 0.0888 0.429 o.∞095 30.2 0.432 15.7 61.8 0.042 

1 1似 I0叩|…851 30 ) 0.08巧同4III…85 I叫。ω| 15.6 1 61-4 I 0叫
104.9 0.158 o.口00120 29 0.0843 0.306 0.338 15.9 58.8 0.045 

107・9 0.172 0.000137 43 0.0606 0.255 o.∞039 47 0.279 
101.3 0.172 o.∞0145 45 0.336 16.8 57.3 0.044 

E∞.3 0.157 0.0∞123 47 0.335 一 一

1103.6 I 0向 10.000131 1 36 I 0.0725 I 0.281 I 0.00052 I 43 I 0.322 I 向 I.58.1 I 0.0 

144.0 0.213 o.∞0158 0.332 0.00044 44 0.347 一 一
150.3 0.237 0.0∞188 42 0.434 15.9 68.8 0.065 

148.5 0.219 o.c旧0162 49 0.398 17.0 70•6 0.059 

耶 9I 0.191 I 0.000哨 勾叫70I 16.6 錫伽2|| 叫叩~~I

ーい43.9I 0.215 1 …川 4~T-~ふ4T~ム下一一 T 41 I 0.387 I -~~副
Il7.0 0.215 0.000198 33 o均 8!10・355i0.ω74 35.2 0.379 15.9 57.5 0.042 

97.2 0.173 0.0∞154 31 0.0638 0.282 0.0∞45 37 0.337 16.1 58.7 0.043 

72.9 0.149 0.0∞152 

iぺmi
16.4 53・4 0.050 

86.5 0.190 0.0∞209 16.0 I 0.304 16.1 53.0 0.042 

1 
93.4 I 0.182 I 0.0∞州 32 0.0州 0.319I 0∞巧5I州 0.342I 16.1 I 55.7 I∞ 
81.2 0.108 0.0αX>71 39 0.0909 0.233 0.0∞27 50 0.299 一
93・7 0.II9 0.00∞76 37 0.0707 0.259 o.∞046 42 0.294 一
69.0 0.091 0.000061 22 0.0949 0.223 o.的 053 27 0.274 15.1 

81.0 0.II5 o.日X旧82 19 0.0912 0.243 0.0∞55 23.5 0.3'∞ 18.8 55-4 I 0.043 

1 
81.2 
1 
0.108 I 0∞∞刈 29I 0.0869 1 0

叩I0.0叫 51 35.61 0.292 I 17.0 1 5S.7 I叫

56.4 0.093 o.∞∞76 19 0.07匂 0.160 o.∞032 24.5 0.207 15.4 44.0 0.038 

49.2 0.048 0.coo024 17 0.0861 0.137 o.αX>29 22 0.177 15.0 42.8 0.035 

67.8 0.067 0.0臼X>34 15 0.0779 0.202 0.0∞'39 19.5 0.263 15.7 52.0 0.052 

35.9 0.054 0.000041 7.5 0.0930 0.135 o.日刃32 9.5 0.172 15.6 41.4 0.038 

I 52.3 I 0.066 I 0∞∞441 15 I 0.0:卸 I0.159 1 0.0∞33 1叫 0.2051 15-4 I 45.1 1∞ 
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附表 III

樹

膏曲弾性反強

種

供 J賓標換l枝節扶 1兄

試 i験詳|瓦吋|酬面
材 [FflX171五百
認 lvhJ土
務 |瓦ノぎ|節|節|節|節

繊 l平!合|比重 l横断面

ui(;lU十三
口問I20.6 1， 77-4 ¥山 111.241 11.25 1山 5精屈曲みづなら I1 a 

みづなら

みづなら

V 2 

2 1遁直

遁直 I0.091 I 14.8 I 69.4 I 64.7 I 8均 I8.64 I 74伊

通直 I0.148 I 20.5 I 75.1 I 69.4 I口♂ fII・45I 131.90 

N 

au 
o
o
 

ぷ
Uザ，

句ふ
卸

J'
oo 
Q
O
 
I
 

0.102 16.5 I 73.9 I 68.2 11.24 

竺均!叩51 1 ~ 0.5¥ 

N 

1 b V 4 

11.28 126.79 

N 

1 C I V 

N 

1 d I v 

2 a V 

0.102 16.8 I 74・5I 68.1 142.32 

N 

2 b V 11.94 11.92 

0.090 15.5 I 71.6 I 66.6 9.41 86.29 

N 

2 C V 9.17 

0.108 1 17.3 1 75・7[ 70.1 9.99 99.80 

N 

2 d V 9・99

|-l州問ω31二ト「二一

::::::: 

N 

3 a V z 

.N 

3 b V 

N 

3 c V 

3 d 

N

V

N

 

2 

平 均ト25¥ 1 1-1 2¥ 
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度試験成績表

強 t笠 限 壊 限 昇 。靭|心 破事E譲E 備

荷 携 鏡尋 強 強係仕荷 境 抗 仕 ん性材
壊 5i'i' 性 性

事 折 事 ノ

度哩
係、 限

か係位 形苦m重 ー. 重主 昇殿 量 重 ミ f長 量

t cm tfcm2 t. cm t cm t/crri宮 tcm l氏厳 置 扶0Jl言語| 考

1.70 0.979 0.0576 91.5 0.269 3・48つ 0.633 10.713 下 z 枝節ョ'裂
グ

1.20 1.101 0.0918 0.658 ! 2.81 3.915 一 8-472 2.37 

2.20 1.378 0.0626 97.9 0.388 1.516 3.85 3.868 0.679 9.631 一 上 g 

1.68 1.485 0.0884 一 一 1.281 3.02 4.170 一 8.137 2.00 

1.10 I.755 0.1595 94.6 0.382 0.965 2.30 5.8∞ 0.800 8.911 一 上 Z.S 

1.70 1.516 0.0892 一 1.288 3・55 5.011 一 11.896 1.89 

1.80 0.907 0.0504 96.8 0.268 0.816 4.25 3.990 0.633 11.380 一 下 s 

1.19 1.039 0.0873 0.618 2.81 4.569 2.18 

IペE引叫 95.
2
1
0
.3ペ刈 3引川 0.6861ベ2.111-[ - I 

2.50 I.I54 0.0462 112.8 0.393 1-443 4.90 4.060 白川 13明 下 一

1.75 1.302 0.0744 1.138 3-43 4.580 ー-i 10-486 1.95 

2.80 1.091 0.0389 106.7 0.371 1.527 5.20 2.995 0.689 9.630 一 上 s 主量材部ヨ事
裂グ

1.65 1.302 0.0789 一 一 1.073 3.06 3.576 一 6.766 1.61 

1.50 1.567 1.1045 105.7 0.416 1.175 2.65 4.252 0.733 7.225 一 下 一. 投ヨ節唱破ノ壊l有近ス

1.85 1-475 0.0797 一 一 1.362 3.26 4.001 一 8.373 1.79 

1.50 1.072 0.0715 118.5 0.339 0.804 3.75 6.520 0.846 17.689 一 上 s 最初一隅裂
グ

1.50 1.071 0.0714 0.806 3.7O 6.514 一 17・724 2-41 

E引Eベ叩ト10.910判E句51判例。7ゐ 110.837 ) 1.941 - 1 - 1 
2.10 1.166 0.0555 96.2 0.336 1.224 4.30 4.493 0.688 13.026 一 下 一

1-49 1.309 0.0879 一 0.978 3.06 5.046 一 10-403 2.38 

2.60 1.398 0.0538 95.6 0.403 1.817 4.25 4.392 0.659 12.965 一 上 z 

1.79 1.581 0.0883 一 一 1.417 2.93 4.967 10.109 2.97 

1.10 1.504 0.1367 81.4 0.365 0.827 2.25 5.032 0.623 7.188 一 上 g 

1.35 1.403 0.1039 一 一 0.950 2.77 4.~5 一 8.258 2.32 

1.00 1.0匂 0.lc63 99.4 0.266 0.532 2.35 4・382 0.624 6.760 一 下 z 最初一隅裂
グ

1.18 1.001 0.0848 一 一 0.591 2.77 4.128 一 7.515 1.97 

E引zベロ句12193.21 0.3281叫 z部 14.709卜6491川 20411-)-1
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積J T英 賓標換 校節扶況 繊 平 J両合崎 .1:1: 重 構 断 面

試

験佳ハV不材「鑓副掌
f申張面 歴縮面

事住 均

試験償
金 面

走 年 7~ 乾
材
大小 大 '1、 向 輪 扶

幅 高

記 扶
幅 主幹 時 態 積

、及ノノrこーー-、守
種 務 節節 節 節 態 cm %1 I∞倍 cm Cll12 

しらかんIf 4 a V 3 精屈曲 59.4 55.7 8.02 7.85 62.96 

N 

4 b V 2 E E 轡 曲 - I 13.7 58.6 54.9 8.34 8.31 69・31

N 

4 c V 5 振曲 - i 14.1 58-4 54.3 10.62 10.62 112.78 

N 

4 d V 2 E 3 干宵湾曲 14.1 58.6 55.0 9.63 9.67 93.12 

N 

平 均 I-I 1 I 0.51 3 1 -[川州 55.1¥ 一

しらかんIf 5 a V 3 1欄曲 14.6 56.6 52.9 8.50 8.38 71.23 

N 

5 c V |遁直 一 13.9 56.0 53.0 8.08 8.13 65.69 
N 

5 d V E 13.5 53.5 50.9 8.i5 8.71 76.21 

N 

千 均 I-I -11.33¥ 1 1 一[1ベ川 52.3[ 一

しらかんIf 6 a V 4 遁直 一 15.1 61.4; 57・3 8.66 8.52 73.78 
N 

. 

6 c V 4 通直 14.6 62.5 57.9 9.02 9.∞ 81.18 

N 

6 d V 2 E 通 直 14.0 8.32 8-40 69.89 

N 

手 均 1-卜331 2ト331 -I 14.6 [ 62.1 1 58.2/ 一
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5車 性 限 界 破 壊 限 界 1。籾 心、 破鐘騒J 備
荷(授 Ij尭長 ナl仕荷| 仕 ん性

材

'i コ 性性官事 折 事 ノ

|度哩
係 F艮

か係 形FEF-m -ミ 鍛 昇殿量重云強 量 位

間長|cm tfcm雪印n I t I cm 1 tfcm t.cm 氏敷 置 考

0.70 I 1.744 0.2491 87.3 10抑 0.6101 1.35 6.198 -1上 l s l枝節附近ヨl}裂グ

1.42 11.369 0.0964 一 一 0.969 2.73 4.865 - 1 9♂ 6 2.67 

0.1802 97.8 0.352 Cl.730 1.45 3.520 I 0ポ61 0.090 1 - 1下 1 s 1一隅裂グ

1.56 1 1.348 0.0864 一 一 1.053 2.52 2.925 

2201I43Elω 102.0 0.413 1.574 3.10 2.420 0.596 1 4.216 1 - 1上 ls 1突然破壊1

1.84 1 1.520: 0.0826 1.396 1 2.59 2.570 - 1 3・7381 1.42 

1.30 I 1.273 0.0979 o

o

n

y

 

b

ω

∞
 

O

口

問

一。
均

一

口ヲ

中央ノ一部
裂ケ後紛議盤
ノ振曲部ヨ
甲破壊ス::lqoh:::lJlz 

十.~.~~ 0.08~71 96.~_1 0.35ナイちヲ0.6~21 戸川百二|

::;:::::J::::ト710Tiu-トゴ::l

1.44 I 1.231 0.0855 

0.90 I 1.771 I 0巧 68i 98.7 I 0.379 I 0・797I 1.35 I 2.876 I 0ポ9I 2.072 σb 
下

一部縦コ裂
lJ 

1.69 1 1-440 1 0.0852 - 1 1.213 1 2.53 1 2.338 1 - 1 3.154 I 1.07 

01 細川|蜘 a5731Ml…I0.671 I 6.936 I - I上 s 

1.66 1 1.625 I 0・句79
1
-
I -:  

1・346I 2掛 I 4局 61 --1 9.101 I 2.32 

1.68)1利川 93.8)0.37611.260トイ州
伊!匂 I0凶 1101.81 0.501 I 1.517' 2.即時7I7M1Ml-ド|
2勾 I1.846 I 0.0828 Iー-12巧 6I 3・26I 3・9591 - 1 8.108 I 2巧

Eお

I:γ「
953

叶 mlE814寸
5761 4山一 l下 l z 

I匂 1.4541 0.0887 1 - 1 - I 1明 2.561 3.600 I - 1ω21 2.34 

1.∞ 1 1.751 1 0.1751 1 97・710.3831 0均 61 1.801 4・46910・匂01 4.827 ー i 下 l z 1突然破壊ス

~;~--11.5;1 0.08~λ~T;'ムドムz トイ 3叩6ら'-17.瓦μトl-=--I
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樹 |供 賞標換 枝節状況 繊 平 重 横 断 面

材試 監値準材f??伸張宙 産縮面
品位 均

試 全 面
走 年 71< 

輪 理営念 乾 幅. 高
r::;盛大小大小 向 扶

記 v，，- 扶
幅 率 時 態 稜

種 |続五ノg節節節節 態 戸~T〆| I∞倍 cm cm2 

‘ 
。ち t~ も I 7 a I v 3 I屈曲! 一 17.1 日71山|拘|州向

N 

7 b I v 通直 0.312 19.8 61.3…13.281 13.21 1 175-431 'ト
N 

7 c I v 15.5 刊日81 9.631 9ぺ見
N 4除

7 d I V E 1遁直 0.250 16.8 6u I 57.6 [ 11.83111.841 I仰 7

N 

平 均[_[_10.25[0万 |川白oI 55.5 [ 
1 i遁直!

8bjV1 321遁直 0叫 Z5zaJM 岬|州問

NI 

8clvl 1212 精波状 0.2541 17.0 i 70.61 65-41 11-43 I山 o1 130.30 

平 均!十25[1.75卜勾 -[川… 64.7[ 

， 
9 b I v i 1: 

N 

9c V |遁箇 0.0851 14.9 1 55.91 52.0 1 9.83 i 9.561 93.971 • 
N 

9 d I V 51.7 48.6 8.19 9.32 向

N 

平 均|イート25[-[ ート5.31川ロ
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ムl;ELF-2J「:J111?|;5
ミアーf引手lつLJムlzJ

;::jJjjjjj:;:;:jjl;;jj:;;;:: 
E口イz勾イ9イ/1州0 川 お制州…Sペ斗い|卜同oω必叫 0叫2叫4伺31川一川一糾叩山4引判川I巧5

叩 叫I略与舛4'0.3ω98引i1 叫 3仰70I 6.08吻3引1 0附ιif:E巧15.92
1.77引I
1口2勾叩51川I
0.0向 | 一| 一I 

1 凶
! 
3.8勾5I 5.9回

J 

一I 1凶6.310
I 

::;1:::;i:::CHEzhベ
Eゃol525(583210

「
2E9

ご
-1上

il  

l-|-zo7413531660| 一 16.~751

l lI  0.307 ! 0偲5(z 1 

3;I03lonS5l-( 一|川 3判38pl-l787

2.80 刊

I均 I1.544 

1.70 1.271 

備

考

裂隅初最
グ

σ

b

s

 

g 

(;:jjjjj:iEl::i 

2.50 1.566 I 0.0

… 1.93 1.701 I 0必81
I 

1.60 1.188' 0.0743 

:::l:;;:[oTl::;:lJ 
345 1 4.817 I 0.628: II♂ 51 ー|上

5.1541 - I 9絢 2.61

日付 10.6391 9・841

z 

下 突然破壊ぇz 

E 
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樹 供 賞優換 枝節状況 繊 千 含 比 重 様 断

試 喰現要材掌要値掌量 {中張面 陛縦画
事住 均

試 ヨを

躯 l高走 年 * 験営時 乾
向 輪 朕

詑 V"'- 扶
申話 率 態

務)及ノくご工 節 節 節節 一
種 態 cm % 100倍 cm cm2 

v 轡曲 0.212 17.6 55.9 51.3 12.00 1I.85 142.20 

N 

10 b V 2 3 轡曲 一 16.9 一55.8 11.85 1l.95 141.67 
N 

10 c V 4 甚轡曲 I0.137 15-4 56.0 52.0 11.85 11.72 138.88 

N 

IOd V 一 13.5 55.0 51.6 8.97 8.89 79.74 I 

司三
均 r 1 1-1叫月 一|川白6152.71 一

ぜんのき
V 46.0 8.64 8.44 lla 一 14.0 49.4 72.92 

llC V E 波紋 一 15.3 49.6 45.4 6.66 6.82 45.42 
N 

nd  V δ '可 一 14.7 49.0 45.0 9.61 9.80 94-18 
N 

平 均 1 1卜331 1 1-1 -1川伸3145.51 一
ぜんのさ 12 a V 2 l遁直 一 16.3 45.2 41.0 II.08 tI.06 122.54 

N 

12 b V 通直 一 17.8 44.1 39.4 9.84 9.78 
N 

12 C V E 
波駅 16-4 49.4 45-4 8.29 8.41 笛l 曲

N 

12 d V E E 稲根曲 一 14.2 40.3 37-1 8.29 8.41 69.72 
N 

平 均 1
0
.51-卜751 - I I 16.21一川 一
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二日出:::lTlof71::;j::;!;::jァl::ごし二|上

i:::jJijj:;;::jjj:;;; 
(:l寸Tl::;:l;:1211:;;:ド96 下 Z I 

司二1.2881路判81ω州2川6匂削叶叫5刊ぺ小61十l卜0叶臥凶吋6匂叫5
LI 

5車

(
尉
岩
盤
鰍
H
M

長

銀
政
嚇

H
N
d
h叶
r
H
a
)

破

壊

形

状

心

材

ノ

位

置

備

考

41.2 0.154! 0.332 0.71 3.362 0.272 1.340 q破壊λ

0.68 I 1.396 I 0.2052 一 0-476 1.21 2.828 1.922 え70I 
0.20 I 1.640; 0.8200! 20.9 I 0.077 0.164 042 1.∞3 

034i I37910州一 0.235 0.72 3.532 ー 1-439 5.67 i 

0.59卜4川叩¥3z.7 ¥ 0叶叫 10Eh-- 1.82十一1-1-_¥


